
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行い、様式通り環境にやさしい学校づくりと生命や自然

の大切さを理解し郷土を愛するモラルの高い児童生徒の育成に取組むための実施計画を作

成しましたので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和２年５月２６日 

学校名   福井市岡保小学校  

校長氏名  小島 啓市     

（提出日）令和３年２月１９日 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

 

①  岡保地区の環境、地球環境について学習します。 

②  水や電気、紙などの資源を大切に使います。 

③  ごみの分別をしっかりし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 環境に関する学習 

  ・「いちほまれ」のバケツ稲に取り組むとともに、岡保地区で育てているお米（自校の

田んぼで収穫するお米）との比較をすることで、環境への興味を高める。 

  ・清掃センター・浄水場・浄化センターなどの施設の見学を行う。 

② 節水・節電、紙の再利用の取組 

  ・水道やスイッチにポスターやラベルを貼り、節水・節電を呼びかけたり、反古紙を利

用して、ゴミとして捨てる紙の量を減らしたりする。 

 ③地域と連携してゴミの分別回収・清掃活動 

  ・リサイクルボックスを用意し、ゴミの減量を図る。 

  ・古紙やアルミ缶などの回収を PTAや地域と連携して行う。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

 ①について、農業試験場の協力を得て、「いちほまれ」のバケツ稲に取り組み、自然や食

べ物の大切さについての理解を深める。（連携性・協力） 



福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

岡保小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 岡保地区の環境、地球環境について学習します。 

② 水や電気、紙などの資源を大切に使います。 

③ ごみの分別をしっかりし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

・４年生が社会科の時間に、クリーンセンターの訪問を行った。ごみの焼却処理を見学

するとともに、ごみが正しく分別されずに捨てられているという現状を知った。また、

環境のためにもごみの分別が大切であることを学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・６年生が総合的な学習の時間に、地域学習の一つとして「岡の泉」という地下水の泉

の水質調査を行った。ＣＯＤ（化学的酸素要求量）、鉄分、亜硝酸、全硬度、pHの値を

調べ、どの項目も基準値以下できれいな水だということを改めて学んだ。また、この

水をもっときれいにするために、実施には至らなかったが泉のゴミ拾いを行う「クリ

ーンアップ大作戦」を考えた。 

 

 

 

 

 

 

②紙などの資源に対する取組み 



 

 

 

 

・環境委員会が、各教室に設置している「リサイクルＢＯＸ」を毎週回収し、教室で出

るプリントや色画用紙などの紙類を燃えるごみとしないようにしている。回収して資

源ゴミとして扱っている。 

 

③地域と連携したごみの分別回収・清掃活動 

・給食時の全校放送を利用し、環境委員会がゴミの分別に

関するクイズを行った。これまでの呼びかけもあって、

子どもたちは普段から、可燃ゴミ、不燃ゴミ、そして紙

資源に分別することを意識して行動できている。 

・古紙やアルミ缶などの回収を PTAや地域と連携して行っ

た。 

 

★ ＥＳＤポイント 

①コロナウイルスの影響もあり、農業試験場を直接訪問することはできなかったが、農業試

験場が配信する動画をもとに、「いちほまれ」のバケツ稲栽培に取り組んだ。子どもたち自

身で種の発芽から育成、わずかな量であるが収穫をして自校で育てて収穫している米と混

ぜて食べた。成長する喜びや育てることの難しさを感じることができた。（つながりを尊重

する態度・進んで参加する態度） 

②紙を資源としてリサイクルしたり、正しく分別したりすることの大切さを児童は学ぶこと

ができたように感じる。そのことから環境委員会の活動では、児童自ら「リサイクルＢＯ

Ｘ」に関するクイズや協力の呼びかけを全校に発信したいと感じ、実際に行うことができ

た。（批判的に考える力・進んで参加する態度） 

 
 
 

【具体的効果】 

・総合の時間や生活科の時間に地域の環境について学習することにより、児童の中に環

境を大切にしようとする意識が高まった。 

・児童一人一人が心がけることによって、リサイクルの意識を持たせることができた。 

・環境教育と総合的な学習や理科、社会科の授業での学習内容を関連づけることで、着

実に自然環境を守っていこうとする意識を高めることができた。 

・コロナウイルスの影響で、地域の文化祭などでの発表は実施できなかったが、動画を

使って、全校へ放映することができた。 

【改善点】 

・コロナウイルスの影響もあって難しい面もあるが、全校への発信に留まらず、地域へ

の呼びかけや地域と連携する活動を行いたい。 

・児童自らが環境のために発想する活動を全校で考えて取り組みたい。 

・地域との結びつきが強い本校の特徴を活かし、今後も、これまで以上に地域からの情

報を収集し、地域と連携しながら活動を進めていくようにしたい。 
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資源回収の様子 


